
〈小学校算数部会〉
正 研究の概要

1研 究主題 「基礎 ・基本の確実な 定着の ための 問題解決能 力の育成」
一内容 の系統 性 と学 びの継続 性 を踏 まえて一

2研 究 の趣 旨

東京都教育委員会が行 った 「児童 ・生徒の学力向上を図るための調査」結果を踏 まえ、

全小学校で授業改善推進プランを作成 し、授業改善に取 り組んでい く際、改善の基 となる

基礎研究が必要である。

そ こで、本委員会で は、算数指導における現状での問題 点等を明確 にし、改善の視 点及

び具体的な授業改善の方 向 と実践事例等を示す ことによ り、各小学校の授業改善に資す る。

3研 究 のね ら い

本 委員 会で の研 究の ね らい は 、以 下 の とお りで あ る.

(1)算 数 指導 の課題(A数 と計算領 域)と 改善 の視 点 を 明 らかにす る。

(2)算 数 にお け る基礎 ・基 本 と問題 解決 能力 の育成 の 関係 性 を探 る。

(3)学 習 内容の 系統性 と学 びの継 続性 を踏 ま えて 、基 礎 ・基 本 を確 実に定 着 させ るた め の指

導 の工夫 改善 を図 る。

皿 研 究 の 肉 容

1研 究 主 題被 定 の背景

基 礎的 ・基本 的 な知識 や 技能 を確 実 に定着 させ るため に は、 それ らを問題 解決 を通 して、 自

ら発 見 した り気 付 いた りす るこ とが大切 で あ り、算 数 の 学習 を含 めた 日常生 活に活用 で き る よ

うに す る こ とが必要 で あ る。 そ こで、算 数 とい う教 科 の 特性 か ら、内容 の系 統性 に着 目 し、継

続 的 な 学び を児 童 に習得 させ るこ とが重要 で あ る と考 えた。

以 上 に よ り、本研 究 主題 「基礎 ・基本 の確 実 な定 着 の た めの 問題解 決 能力 の育成 」 副 主題 一

内容 の系 統 性 と学び の継続 性 を踏 まえて 一」 を設定 した。

2具 体 的 な研 究 内容

ね らい(1)算 数 指導 の課題 と改 善 の視 点 を明 らか にす る。

① 学 力の 定藩 状 況 と課 題

「児 童 ・生 徒 の学力 向上 を図 るた め の調査」結 果 か ら、児童 の算 数 の定着状況 につ い ては 、

以 下 の よ うに分析 で き る。

(内 容 別結 果 の分析)r致 と計算i一 良M、r量 と測定」「図M]一 おおむね良9、r数 量閣係卜 課題

(観 点別 結 果 の分析)r関 心 ・意叡 ・態度1、r表 現 ・処理1、r知 識 ・理癬1一 良好、rM¥的 な考え方」

は、やや課魑。

ま た、 内容 ・観 点 の ク ロス分析 をす る と、以 下 の内容 で の課 題 が明 らか にな ってい る。

内容 ・観 点 の ク ロス 分析 指導上の課題

数 と計算 「小数 の除 法1で は 、 「知 識 ・

理解 」 の正答率 が低 い。一
・小数 の除法 の計算力 は定着 しているボ、小数の除法

の意味、小数の除法の演算決定力に課題がある。一【{_
そ こで 、本研 究 で は、教 育 課程 実施 状況 調査(国 立教 育施 策研 究所)で も同様 の傾 向が示

され てい るA(数 と計算)領 域 に焦 点 を 当て る こ と と した、

O(都)「 児 童学 力 向上 を図 るた めの調 査」 ・・小 数 の除 法(平 均正 答率 …54.9%)

○(国)「 教 育課 程 状況 調査(平 成15年 度)」 ・・分 数 の 除 法(平 均正 答率 …36.7%)

(前 回30.5%、H6-27%、S57-35%)

② 授 業改善 に 向けた 指導 の祖 点

小 数 の除 法 の意 味理 解 につ い ては 、低学 年の指 導 に 立 ち戻 って 考 察す るこ とが 必要 で あ る。

その 指導 の視 点 を 、以 下の よ うに ま とめ た.
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指導の視点
◎飽 工去

一

(1)自 力で解決す る機 会の確保(問 題解決)(2)図 や数直線等の手段を活用す る指導

(3)低 学年か らの系統的 ・継続的な指導(4)少 人数指導による個に応 じた指導

〇 二 の 、 せ るW2の 工

(D言 葉の式に表す(2)簡 単な整数に置き換 えて考える(3)数 直線 に表す

(長 さの増減 と伺 じ割合で重 さも増減)

ね らい(2)算 数 にお ける甚確 ・甚本 と問題解 決能 力 の育 成 の閥係 性 を探 る。

『基 礎 ・基 本 とは 、児童 の 生活 や 学 習 で の様 々 な活 動 の基 にな るもの で あ る.』(小 学校 学

習 指 導 要領 解 説算 数 編)ま た 、『基礎 的 な知識 と技 能 を身 に付 け る』 とは 、 「分 か る こ と、 で

き る こ と、用 い る こと」な ど を意味 す るも ので あ り、「よ りよ く身 に付 け る」こ とが重 要 で あ る。

っ ま り、数 量や 図形 につ い て の算 数 的活 動 を通 して身 に付 けた り、問題解決 の過 程 を通 して 、

新 しい概 念 や原 理 な どを、 見 出 した り、 理解 した りす る こ とが 、 「よ りよく身 に付 け る こ と」

に つ な が る こ とで あ る。 よっ て、 「基 礎 ・基 本の 確実 な定 着 」 のた め には 、算 数 的活 動 を通 し

て 、 問題 を解決 で きる力 をは ぐ くむ こ とが極 めて重 要 な こ とで ある。

ね らい(3}学 習 内容 の 系統 性 と学 び の継 続性 を踏 ま えて 、 墓礎 ・基 本 を確 実 に定着 させ るた

めの 指導 の工夫 ・改 善 を図 る。

① 学 びの継 続性 の確立

学 習内容 の系統性 につ い て は、小 学校 学 習指導 要領 解 説算 数編(文 部科 学省)に 各領域 、

学年 ご とに扱 う内容 が ま とめ られ てい る。本研 究 で は、 学ぶ 手段 に焦 点 を絞 り、そ の継続 性

につ いて とらえてみ た。

ア 算 数(数 学)の モデ ル 化

小学 校 で よ く使 う数 の モデル は 、数 直線 をは じめ、数 え棒 、ブ ロック、 テー プ図 、線 分

図 、 ア レイ 図、 面積 図 な ど、 多様 にあ り、 目的 に応 じて 自由 に使 い こなせ る こ とが 大 切 で

あ る。 特 に、数 直線 は 、演算 決定 や 計算方 法 につ いて は わか りや す く効果 的で あ る。

演 算決 定 での数 直線 の活 用(例)

■3年 一 整数 の乗法(2位 数 ×1位 数 ほか

42円42円42円
rTY

2 3(ま い)

●4年 一整 数の除 法(2位 数 ÷1位 数)

03672(ま い)一
0 1

●4年 一整 数の 除法(3位 数 ÷1位 数)

0口375(ま い)一
015(人)

(例)375ま い の 色 紙 を5人 で 同 じ数 ず つ

分 け る。

●5年 一小数 の除法(小 数 ÷小数)

一
〇[]8.28÷3682,8(d且)一

012口(人)

(例)72ま い の色紙 を3ま いず つ分 け る。

●5年 一 小数の 乗法(整 数X小 数)

01.6[コ(2)一

0ユ3.636(m)
一

÷36

(例)へ 。ンキ8.28d9使 っ て 道 路 に3.6mの 線 が

ひ け る。1mひ くに はペ ンキ何de使 うか 。

017(日)

(例)1日L6n飲 む とき の1週 間 の 量

●6年 一分 数 の乗法 、除法(分 数X分 数)洪
0口4/5(m,)一
02/31(a)

-

x2/3

(例)1Qで 板 を4/5m2ぬ れ るへ'yキが あ るm

この ペ ンキ2〆3aで は 何m2ぬ れ る か 。
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イ 問 題解決 の方 絡(数 学的 な考 え方 を含む ス トラテ ジー)

問 題解 決 の学習 場 面で、 どの よ うな考 え を働 か せて 問題 を解 決す れ ば よいか 、 日常 の学 習

か ら習慣化 を図 り、児 童 に多 くの解決 手段(方 略)を もたせ るこ とが大切 で あ る。 しか し、

単 に 問題 解 決 のテ クニ ックに陥 る ことな く、算数 の学 習 内容 に基 づ き、算数 的活 動 を通 して

行 うこ とが 大切 で あ る。 以 下に算数 の 問題解 決 の方略(ス トラテ ジー)を 数 例 あげ る。

過程 解決 のた めの方 略(ス トラテ ジー)・ 学 び方

問題 問題 を明確 に読み取る

把握Oど こまでな らできるのか0今 までにや った問題 とどこが同 じか
O今 までにや った問題 とどこが違 うか

撃

緬

緬
轟

轍
晶

2計 画 を立 て る

Oど んな方 法 でで きる か

○ まず 、簡 単 な方 法でや って み る

Oど れ ぐらい にな るか(見 積 り)

O今 まで習 った ことの何 を使 うか

Oい くっ か の方 法を計 画す る

Oど ん な結 果 に な りそ うか

3自 力で解決 す る

く方 法 に関す るこ と>

0図 や絵 で表 す(具 体 化)O数 直線 で表す(具 体化)

O簡 単 な数 に置 き換 え る(単 純 化)O簡 単 な 図形 に して考 え る(単 純化)

○簡単 に考 えるた めに記 号 に してみ る(記 号化)

O条 件 を一 定 に してみ る(特 殊 化)0特 殊 な場 合 を考 える(特 殊化)

Oい くつかや ってみ て きま りを見つ け る(帰 納)

Oこ の こ とが言 えるに は どん な こ とが分 かれ ば よいか(演 繹)

〈内容 に関す るこ と>

O単 位 のい くつ分(単 位 の考 え)O何 と何 が変 わ るか(関 数 の考 え)

Oこ とが らや 関係 を式 に衷 してみ る(式 につ い て の考 え)

〈個 人差 に応 じる こ と>

O同 じ方 法 で確 か めるO別 の計画 を実 行 してみ るO別 の方 法 を考 える

O説 明 の仕方 を考 え るO解 決 で きた過 程 を振 り返 る

4発 表 し、検 討 す る

(妥 当性 一簡潔 ・明 瞭 ・的確)

O本 当 にこれ でい いか

Oも っ と分 か りや す く言 えないか

(関 連性 一相 違 点 ・類似 点)

○ 似 てい る所 、 同 じ所 は どこか

(有 効性 一一般 化 ・統合)

○ どれ が簡 単か

○い くつ か ま とめ られ るか

(選 択 一適 用)

Oも っ と簡 単 に言 えない か

Oほ か の方 法 はない か

0違 う所 は どこか

Oど れが分か りやすいか
Oい つ でもやれる方法はあるか

O次 に似た問題がでた らどの方法でや るか

5学 習 を振 り返 る(内 容 ・方法 ・態度)

0で きる よ うに な った こ と、知 った こ と、分 か った こ と

Oど の よ うに考 えたか ら解 けたの か ○次 に使 え る考 え方 は何 か

Oほ か に どんな 問題 を解 くこ とがで き るか

O次 は どん な問題 に取 り組み たい かO友 達 の考 えの よい ところ は

② 問 題解 決 に必要 な 既習事 項 を想起す るため の学 習過 程 の工 夫

問題 解決 学 習 にお ける一番 の ポイ ン トは 、既 習 事項 を想 起 し、本時 の課題 との相 違 点 が分 か

り、そ れ らを生か そ うとす るこ とで ある。 そのた め には 、児 童 一人 一人 が、 問題 に 向か った と

き 、既 習事項 を想 起 で き る こ とが 望 ま しいが 、実際 に は、 それ が難 しい児童 も少 な くな い。

そ こで 、本研 究 で は、単 元 も しくは小 単元 の第 一時 に、既 習 事項 を想起 し、確認 す る時 間 を

設 け、 問題解 決 に活用 で き るよ うに試み た。 この こ とに よって 、児童 は、 自然 に既 習 事項 を想

起 で き、 自ら問題 解 決 に活 用で き る よ うにな る。
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【事 例1】

1単 元 名 第6学 年 分数 の か け算 わ り算(2)

2単 元 の 目標 分数 の乗 法及 び除 法 の意 味 につ いて 理解 し、 また 、計算 の仕 方 を考 えて 、そ

れ らを適 切 に用 い る ことがで きる よ うにす る。

3単 元 の評価 親 準

関 心 ・意 欲 ・態 度 数学的な考え方 表現 ・処理 知識 ・理解

分 数 の 乗 法 ・除 法 の

計 算 を 進 ん で 考 え よ

う とす る.

分 数 の 乗 法 ・除 法 の

計 算 の 仕 方 を 考 え る

こ と沸 で きる。

分 数 の 乗 法 ・除 法 の 針

算 が で き、 そ れ を用 い

るこ とが で きる。

分 数 の 乗 法 ・除 法 の

計算 の 意 味や 計 算 の

仕方がわかる。

4本 単 元 にお ける学 習の ね らい

(1)学 習 内容 の 系統性

指 導内容 の 系統性 を考 え る と、小 数倍や 分数 倍 の意 味理 解 を深 めて い くこ とが、小 数 ・分

数 の除法 の演 算決 定力 に 大 きな効 果 を もた らす 、 そ こで 、初 めて 分数倍 を学 習す る際 、児 童

が 「分数 をか けて いい」 とい う根 拠 を明確 に説 明で き る よ うにす る必要 があ る。

(2)学 びの継 続性

0算 数 の モデ ル化(立 式 の根 拠 を説 明す る手段)

児童 が 立式 の根 拠 とで き るもの には 、①数 直線 、② 簡 単 な数 へ の置 き換 え 、③ 言 葉 の式 、

な どが あげ られ る。 した が って 、 「この式 でよい 」 とい う立式 の根 拠 とな る手 段 を学 ぶ 学習

を継続 す る必 要が ある。 特 に 、二 量 の関係 胆わ か りや す い 、数の モデ ル として の 「数 直線 」

が 有 効 で あ るこ とを児 童 に実 感 させ てお きたい。

O学 習過 程の 工夫(既 習 事項 の 振 り返 り》

分数倍 の演算決 定 の根 拠 と して、既 習 であ る小数倍 の学習 を活 用す る ことが で き る。 そ こ

で 、単 元 の第1時 に小数 の乗 除計 算 につ いて、 立式 に焦 点 を絞 った振 り返 りの授 業 を行 う。

指 導 計画 第1時 課 題

(課 題)問 題 を 読 ん で 立 式 しま し ょ う。 ま た 、 そ の 式 に な る理 由 も書 き ま し ょ う。

①1mの 重 さが2,4kgの 鉄 の パ イプ3.6mの 重 さは い く らで しょ う。

②1.4mの 鉄 のパ イプ の重 さが5.6kgで した。1mの 重 さは い くらで しょ う。

③1mの 重 さが4.5kgの 鉄 のパ イ プが あ ります。このパ イ プが3.6kgの とき、長 さは何mで す か。

①02.4口(kg)圏も
013.6(m)

)ロ』

)

k

m謄
②

③03.64.5(kg)-
Oロ1(m)

長 さ が3.6倍 に な る

重 さ が3.6倍 に な る

2.4×3.6

長 さ が ÷L4に な る

重 さ が ÷1.4に な る

5.6÷1.4

4.5X口=3.6

演 算決定の ための

モデルの活用

○ 数 直 線 に 数 量 の 関係

を表す。

O数 値 の 位 置 で は な く

比 例 関係 を考 え な が

ら立式 をす る。

⇒ 倍傭 味理解
重 さ が 何 倍 か を 求 め る

長 さ が 何 倍 か が わ か る 簡 単 な 数 で置 き換 え う

3.6÷4.5言 葉 の 式
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5指 導 の実 際

(t)課 題 提示 の工 夫

本 時 で は、3っ の問題 場面 を同 時 に提 示 した。 それ に よ り、児 童 はそれ ぞれ の問題構 造 の 異

同 を比 較す る こ とがで き る。3つ の 問題 のモ デル を比べ る こ と、言葉 の式 を比 べ るこ とで 、本

時 の課題 であ る 「x分 数 」の場 面 理解 が深 ま る。

さ らに 、立式 の根拠 を示す3つ の方 法{数 直線 、簡 単 な数 へ の 置 き撫 え、言葉 の式)の うち、

1つ に 頼 るの では な く、いつ で も2つ 以 上の 方法 で立式 を説 明 で きる よ うに してお くこ とも、

意 味 理解 を定着 す るた めに大 切 な こ とで ある。 本時 の 中 では 、1つ の問題 につ い て複 数 の説 明

が な され るよ うな流 れ にな ってい る。

(2)本 時 の展開(P36)

6考 察

(1)既 習 の振 り返 り

小 数 の 乗除 計算 の立 式方法 や根 拠 の示 し方 を整理 した こ とに よって 、児童 は単元 の学習 全 体

の 見通 しを もって 取 り組 ん だ。課 題 文 か ら問題構 造 をイ メー ジで きな い児童 もこの振 り返 りを

設 けた こ とに よって、解 決 の手 がか りを はっ き りと意識 して学 習 を進 め るこ とがで きた。 立 式

でっ まず いた ときに 「こ うい うと きは ど うす るか」と問 い か け るだ け で、す ぐに 「数 直線 をか い

て み る」「あっ そ うか。 簡 単 な数 に すれ ばい いん だ」と自分 な りの 方法 に取 り組 め るよ うに なっ

た。また 、小数 の乗 除の 立式 につ いて ま とめ た ノー トが あ る こ とで 、わか らな くな った とき に、

何 度 も前 のペ ー ジをめ くって 、方 法 を確認 しなが ら主体 的 に学 習 を進 めて いた。

(2)立 弍 の根 拠

立 式 の根 拠 につ いて 大 き く3つ の 方法 をお さえ、 立式 を説 明す る ときに2つ 以上 の方 法 で示

せ る よ うに学習 を進 め て きた。 それ ぞれ 、得 意 な方法 とい うもの を もちっっ 、別の方 法 で も説

明 す る こ とで、今 まで 以上 に理解 が 深 ま った。新 しい 問題 場 面 の立 式 につ いて 「立式 に困 った

ら数 直線 」 とい った固 定 した方法 だ けを指導 す るの では な く、 全員 が複 数 の方法 で立式 に つ い

て 考 え られ る単元 の流れ を作 る ことがで きた。

(帥 数 直線 の 活用 につ いて

立式 の モデル として 、数 直線 の活 用 が有効 であ る こ とが 実証 で きた。 前述 したよ うに立 式 の

根 拠 と しては 、簡 単 な数 に置 き換 え る こ とや 言葉 の式 な ども活 用 され るが 、多 くの児 童 が 「ま

ず 数 直 線 」 をか くよ うに なって い る。簡 単な数 に置 き換 える とき、そ の場 面を数 直線 で表 し、

実 際 の問 題場 面 と比べ て立 式す る児 童 が何 人 もい た。 数 直線 は問題 揚 面 をモデル化 し、 と らえ

や す くす る。 数 直線 の活用 と他 の2つ の 方法 が別 の方 法 として学習 され るので はな く、勧 果 的

に 結び つ きなが ら獲得 され てい き、生 か され てい った。

Oモ デ ルの 活用

分 数 の 問 題 場 面

0口 ←X3/54(kg)比 較

ト→ 一 一 一+一 一 く⇒
03/5←X3!51(m)

言葉 を置 き換 え るだ けで な く、

整 数 の 問 題 場 面

02×3→ 口(k9)一
0 1×3→ ・3

数 直線図 で も置 き換 えて考 えてみ る。

-35一

(m)



(2)本 時の 展 開

ね らい 分 数 倍 の場 面 を数 直線 や 、 言葉 の式 な どに表 して 、整数 倍 の場 面 と比 較 し、そ の

意味 を理解 す る。(知 識 ・理解)

☆指導上の留意点

問

題

把

握

解

決

す

る

検

討

す

る

、.悶 題 を つ か む

課題 答 えを求めるには、 どうい う式を立てれば よいか説 明 しま しょう。

①1mの 重 さAS3/5kgの 鉄パイプがあ ります。

この鉄パイプ4mの 重 さは何kgで すか。

②4mの 鉄パイプhSあ ります。その重 さは3/5kgで した。

この蛛パイプ1m分 の重 さは何kgで すか。

③lmの 重 さが4kgの 鉄のパイプが3/5mあ ります。

重 さは何kgで す か。

2.自 力解決 をす6(来 紙 面の都合上③ のみ を示す。)

C1数 直線 をモデル として考える。

③o一
長 さボ3/5倍 になってい るか ら、重 さも3/5倍 にな

るはず。1m分 の重 さを3/5倍 す る。4x3!5

C2簡 単な数 に置 き換えて考える。

③3/5mを3mと 置き換 えて考 える。

求めた い重 さは4×3で 求 め られ る

③11m分 の重 さIX医玉H鉄 パイプの重 さ1

① と同 じ形 の式に なる。

3.発 薮 ・検討す る

(① との比較〕

C数 直線 を比べ ると、① も③ も1m分 をも とに して

その何倍 かに当た る量を求めている問題 と言える。

C言 葉の式 に当てはめる と① も③ も同 じ式になる。

C③ は求める重 さが1m分 よ り小 さいe

C③ は長 さが分数 になってい るところが① と違 うe

(② との比較)

C① と③ はも とになる量hlわ かってい るが、② はも と

になる量を求 める問題であ る。

C言 葉 の式 にあてはめる とわ り算になる。

4.ま とめをす・る

長 さが分数で も問題の構造が同 じな ら、かけ算 にな る.

数直線 を使 うと問題 の構造那 よくわか る。

簡単 な数に置き換 える と、分数で も式が立て られる。

言葉 の式を作る と、あては める数が分数 になって もか

け算 にな ることがはっき りとわか る。

0数 直線 に、矢印 な どで 、重 さと長 さ

の比例関係を説明できてい るか。

O数 直線 か ら、3/5倍 を読み取 るこ

とができてい るか。

☆二量 の関係 にふれず 、数値 の位 置 か

ら形式 的に立式 を してい る児童 に対

しては、図 に説 明を書 き加 え るよ う

に助言す る。

O未 習 とな る分数 部分を整数 に置 き換

え るこ とで立式を説 明で きているか。

☆② の数値 をか け算の式 にあて は めて

考 えてい るものを認 め、①③ との構

造の違いに気付かせ る。

☆それぞれ立式の根拠 を説明す る.

①② にっいて は既 習の立式 な ので 、

③の前に簡単 に扱 うこととす る。

☆① と③ が岡 じ構 造になってい る こ と

に気付 かせ る。

☆分数 をか ける計 算で答 えカ{求め られ

る ことを既習 の計算 と関連づ けな恭

ら説明できるよ うにす る。

O数 直練 、簡単 な数への置 き換 え、 言

葉 の式を、立式 の根拠 と して活用 で

きたか ど うか を学習感 想 か ら評価 す

る。
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【事例2】

1単 元 名 第3学 年 か け算 の筆 算(1)

2単 元 の 目標 筆算 形式 に よ る2,3位 数 に1位 数 をか け る乗 法 計算 の仕 方につ い て理解 し、

それ を用い る能 力 を伸 ばす.

3単 元 の評 価親 準

関 心 ・意 欲 ・怨 度 数学的な考え方 表 現 ・処理 知 識 ・理解

筆 算 形 式 の よ る2, 筆 算 形 式 に よ る2、3 2,3位 数X1位 数 2,3位 数X1数 の 筆

3位 数 の計 算 の仕 方 位 数 の 計 算 の仕 方 を 、 の 計算 を筆 算 で正 確 算の仕方を理解す る。

を 、既 習 の乗 法計 算 数 の構 成や 十進位取 り に で き る 。 乗法 の結合 法則 を理解

の し か た を も と に 考 記数 法 を も とに考 え る。 乗 法の 結 合 浩 則 を計 す る 。

え よ うとす る。 算 に 用 い る こ と が で

き る 。

4本 単 元 にお け る学 習のね らい

(1)学 習 内容 の系続 性

か け算 の意 味 につ い ては 、 累加 の考 えで導入 し、flつ 分 の数 」x「 い くっ 分」 が 「全体

の数 」 を表 す こと を学習 して い る。 この 「1つ 分 」x「 い くつ 分」 の考 えは今 後 の様 々 な数

量 の学 習 で共通 す る数学 的 な考 え方 で あ る。

(2)学 びの継 続性

O算 数 のモ デ ル化(場 面 の イ メー ジ化)

か け算場 面 の イ メー ジ が もて ない児 童 につ いては 、具 体物 や 半具 体物 の操 作な どを通 した

り、 あ るい は絵 や 図で表 す活 動 を意図 的 に行 った りしな が ら、イ メー ジ化 を図 る。

O学 習 過程 の 工夫(既 習事 項 の振 り返 り)

本 単 元の は じめ に 、2年 生 時 に学習 したか け算 の意 味 の 指導 を改 めて取 り上 げ、 「1っ 分

の 数 」x「 い くつ分」 一 「全 体 の数 」の 定着 を図 るこ とと した。

O弍 を読む 活動 の導入

今 回 は演 算 決定 のカ を さ らに確 実な もの にす るた め に、2位 数X1位 数 の筆算 の学 習 後 に

「式 を よむ活 動」 を取 り入れ た。 式か ら文 章問題 を作 る活 動 を通 して 、場面 のイ メー ジ化 、

日常生 活 の 中での 事象 を数 学 的 に とらえるカが身 に付 く と考 え る。 ま た、式 か ら文 章題 、 文

章題 か ら式 とい う相 互 の活動 は 、演算決 定力 の向 上に は必 要 不可欠 で あ る。

5指 導 の実 際

指 導 形 態

工～3時[一 斉 ・TT]

既習事項の確認[コ ー ス 選 択 〕

「1っ 分の数」xfい くつ分 」=「 全体の数」

4～9時[習 熟 度 別]

第9時 式 を 読 む 活 動(本 時)
・問 題 作 り を通 して 、 演 算 決 定 の 力 を つ

け る活 動 を 行 う。

(問題←→式←→テープ図←→ 問題)

10時 コー一ス選 択

11～16時 [習 熟 度別]

1組 2組

」

1】

11
ぐん ぐん しっ か り じ っ く り

111

診 断 テ ス ト(コ ー ス 修 正)

1 II

ぐん ぐん し っ か り じ っ く り
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6本 時 の騒 開(● 教 師 のは た らき か け*指 導 上 の留意 点)

ぐん ぐんコース いろいろな方法でかけ算の問題を解こう。

ね らい ・ ・い ろい ろな方法 で 問題 を解 く ことに よ り

演算決 定 の力 をつ ける。

可 課 題 を明確 に読み 取 る 。

算数 パ ラ ダイ スで い ろん な問題 に挑 戦 しよ う!

1つ が34円 のチ ョコレー トを5つ 買います。全部でい くらで しょう。

① 間題 文 か ら図{テ ープ 図 な ど)や 絵 をかき ま しょ う。

② 問題 文 か ら式 をた て ま しょ う。

18×3① 式 か ら、 問題 文 を作 りま しょ う。

② 式 か ら図(テ ー プ 図 な ど)や 絵 を か きま し ょう。

① 図(テ ー プ図 な ど)か ら問 題 文 を作 りま し ょ う。

② 図 〔テ ー プ図 な ど〕 か ら式 を 作 りま しょう。

2計 画 を立 て る。

●か け算 の問題 で大切 なの は何 か な?
・よ く見 る問題 には 、 「1つ 分 の大 き さ」x「 い く

つ 分」 があ るよ。

・式 か ら考 え る とで きそ うだ。

・図 をか いてか らの方 が分 か りや す いね。

3自 力 で僻決 す る。

A134円134円134円134円134円1

012345

34×5=170170円

Bふ くろが3飼 あ ります。1個 のふ くろに あめが18個

ず つ入 って います 。 あめは全部 で い くつ あ ります か。

llS個118倒18個1

18×3=5454個

C35枚 の折 り紙が4セ ッ トあ ります。折 り紙は全部

で何枚あるで しょうか。35×4=140140枚

4発 表 し、 検 討 す る 。

●3つ の ゴ ー ナ ー を周 り終 わ っ た ら 、 交 代 して 友 達

の 作 っ た も の を チ ェ ッ クす る。

・B① の 問 題 は 、 「い くつ 分 」 が 先 に き て い る よ。

・式 か ら問 題 を 作 る の は 難 しい け ど 、 テ ー プ 図 を 書

い て み た ら簡 単 だ っ た よ。

5学 習 を接 リ返 る 。

● 学 習 感 想 を 書 き ま し ょ う。

・か け算 の問 題 に も い ろ い ろ な 問 題 が あ る。

・どの問題に も 「1つ 分 の大 きさ」 「い くつ分」があ る。
・図 や 絵 、 数 直 線 にす る と分 か りや す い 。

・も っ と大 き な 数 で も作 りた い 。

しっか リコー ス か け算 の 問題 を

ね らい ・ ・「1つ 分 の数 」xrい く

(2位 数

1課 題 を明確 に読 み取 る 。

2つ のか け算 の問題 作 りコー

例 示

A、1冊32円 の ノー トを4冊 買 い ます 。 代

B、 球 根 を6列 植 えま す。1列 に24こ ず っ

何 個 あれ ば よい で し ょ う。

C、 「か ごが3個 あ ります 。・ ・1こ の 緯 き を

●A・Bコ ー スの 違い を図 をか い て

2計 画 を立 て るe

● か け算 の 問題 で大切 なの は何 か な?

・Aの 問 題 は、 「1つ 分 の数 」X「

Bの 問 題 は 「い くつ分 」 が先 に 出

・式 か ら考 えて もで きそ うだ。
・図 をか く と分 か りやす いね 。

3自 力で問 題 をつ くる。

(Aの 例)
・1つ32円 の チ ョコ レー トを4つ

買い ます。 全部 でい くらで す か。

(Bの 例)
・か ごが6個 あ ります

。 か ごの 中 に

は お も ちゃ が24個 ず つ 入 っ て い

ま す 。 お もち ゃ は、全 部 で 何 個 あ

ります か。

(Cの 例)
・か ごが3個 あ ります。3個 で1セ

ッ トで す。15セ ッ トあ る と、 か

ご はい くっ で しょ う。

4発 表 し、検討 する。

●3つ の コー ス の問題 に つ い て 確 か

確 かめて気 がついた ことを発 表 し
・Cの か ごの問題 は

、線 分 図 にす る
・問題 に出 て くる順 に式 をた て て は

・Aの 問題 はす ぐで き るけ ど、Bと

の方 がや りや す い。

◇ テー プ図 や 図 ・絵 、式 を活用 し、

「1つ 分 の数Xい くつ分 」 が あ る

か け算 の問題 が作れ たか。

5学 習 を掘 り返 る。

● 学習感 想 を書 きま し ょ う。
・か け算 の問題 にもい ろい ろな 問題

・どの問題 に も 「1つ 分 の数 」 「い

・もっ と大 きな数 で も作 りたい 。
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作 って算数博士 に挑戦 しよ う

つ 分 」 が入 った 問題 文

X1位 数)を 作 る ことが で き る。

ス に挑 戦 してみ よ う!

金 は い く らです かm

植 え ま す。 球 根 は 、全 部 で

完 成 させ ま しょ う.

瑚

確 認 す る。

い くつ 分 」。

て く る ん だ 。

【コー スの周 り方 】
・闘題 作 り→式 →テ ー プ 図な ど

の 図や 絵

・式→ 問 題作 り→テ ー プ 図(図

や 絵
・テ ー プ 図(図 や 絵)→ 式→ 問題

作 り*ど れ か らで も良い

めてみ よ う。

よ う。

と分 か りや す い。

い け ない。

Cは テー プ 図や 図 を書い て か ら

が あ る 。

く っ 分 」 が あ る 。

じっ く りコー ス か け算 の 問題 を作ろ う

ね ら い ・ ・「1つ 分 の数 」X「 い くつ 分 」 が 入 っ た 問

題 文(2位 数X1位 数)を 作 る こ とが で き る。

1課 題 を明確 に読み 取 る。

18×3の か け算紙 芝居 を作 ろ う!

2計 画 を立 て る 。

●18×3の 意 味 を確 か め よ う。

・18が3つ 分 。 図 を 書 い て か ら問 題 を 作 ろ うb
・「1つ 分 の数 」 が18だ e

● み ん な で 一 緒 に 問 題 を 作 っ て み よ う。

*「1っ 分 の数 」X「 い く つ 分 」 を押 さ え る。

*具 体 物 、 テ ー プ 図 、 絵 に し て確 認 を す る.

3自 力で解決 す る。

*「 問題 作 り→ 式→ 図や 絵 、テ ー プ図にす る」

「1つ 分の数 」「い くっ 分」を図や絵 で確 認 させ る。

① マサル くん はお店 で1本18円 の アイス を3本 買い

ま した。代金 はい く らで しょ う。

② 先生 が画用 紙 を3枚 買 い に行 っ た ら1枚18円 で し

た。 全 部 でい く らに な ります カ㌔

③弟 は ミニカー を18台 もって い ます.新 しく3台 買

いま した。 ミニカー は い くつにな りま したか。

④ 八 百屋 さんで イチ ゴをパ ックに入 れ て売 って いま し

た。3パ ック買い ま した。 パ ックにはイチ ゴが18

個ず つ入 って い ま した。 イ チ ゴは全部 でい くっ あ り

ます か。

4発 表 し、検 討 す る。

● どん な紙 芝居 がで きた か な。 発表会 を しよ う.

●みん な の問題 で気 がつ い た こ とを発 表 しよ う。
・① はか け算 の紙芝 居 だ け ど、③ はか け算 の紙 芝居 に

な って いない。
・どの 問題 に も 「1つ 分 の数 」「い くつ分 」の数 が あ る。
・2年 生 の時 のか け算 と同 じで 、先 に 「1つ 分 の数 」

が 出て くる。

・か け算 の紙芝 居が で きた 。
・習 った2位 数X1位 数 の紙 芝居 もで きそ うだ よ。
・テー プ 図 を書 く と 「1つ 分の数 」 が どこ なのか分 か

りやす い。

5学 習 を娠 り返 る。

■分 か った こ とや で き る よ うに な った ことを書 こ う。
・「1つ 分 の 数 」 「い くつ 分 」 を は づ き りさせ な い と

か け算 の式 にで きな い。

・わか りづ らい ときは 、図 を かい た り、テー プ図 にす

る と解 決す る よ。
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皿 研 究 の 成 果 と課 題

(1)算 数指 導の 問題 点の 明確 化

東 京都 教 育委 員会 が 実施 した 「平 成16年 度児 童 ・生 徒 の学 力 向上 を図 るた めの 調査 」に よ

り、 内容別 結果 、観 点 別結 果及 び 内容 ・窺 点 の クロス分析 に よ り、数 と計算 領域 で 以下 の指 導

内容 の定着 状況 に改 善 の必 要が あ る こ とが 明確 にな った。

① 領 域別 分析 一 「数 量 関係 」 ②観 点別分 析 一「数学 的な 考 え方 」

③ 内容 ・観 点別 ク ロス分析(A領 域の み明示 、他 領城 につ いて は省略 。)

A数 と計算 … 「小数 の除 法」 で は,「 知 識 ・理解 」 にやや 課題 が ある。

(指 導の ポ イン ト)小 数の 除 法の意 味 、小数 の 除法 の演 算決 定 力の育 成 が必要 で あ る。

(2)研 究 課題 の 設定 と焦 点化

本 研 究 では 、A(数 と計 算)領 域 に焦 点 を絞 り、特 に、 「な ぜ 、小数 ・分数 の除 法 の演算 決

定 を で きない児童 が多 い のか 」 とい うこ とを深 く追 究 した。

キー ワー ドと して、以 下 の視 点 で指 導 の改 善 ・充 実 を工夫 し、具 体化 を図 った。

① 二 量 の関係 を把握 させ る指 導の 工夫(キ ー ワー ド:学 習 内容の 系統性)

② 問題解 決 の指導 の工 夫(キ ー ワー ド=学 びの継 続 性)

つ ま り、低 学年 の うちか ら 「演 算決 定 にか かわ る学習 内容 」 お よび 「問題 解決 の方略(ス ト

ラテ ジー)」 を継続 的 に指 導 し、身 に付 け させ る指 導の段 階 を検 討 した。(詳 細は本 文)

特 に、 二量 の関係 を把握 す る学 習 内容 につ いて は 、 ユ年 生 、例 えば 「10の 補数 」や 加 法 ・

減 法 にお け る性 質 にお いて 二量 の 関係 を把握 す る こ と(っ ま り、関数 的 な見方)の 素 地 を養 っ

て い くこ とが大事 であ る.

さ らに、数 直線 の指 導 にお いて は、 「数 のモデル 」の扱 い 及び 二量 の 関係 を表す道 具 と して、

そ の効 果 的 な活 用 の方 法 と、指導 の 開始 学年 につ いて の提案 授 業 を行 うこ とがで きた 。

(3)問 題解 決 学習 と基 礎 ・基 本

問題 解 決 学習 のポ イ ン トは 、解決 で き るた めの既 習事項 を想 起す るこ とに ある.そ こで、本

研 究 で は、単元 も しくは小 単 元 のは じめに1時 間 、本 単元 の基 本 とな る指 導内容 の復 習 を行 い、

問 題解 決 に活用 で きる よ うな指 導 計 画 の工夫 を図 った。 この こ とは 、児 童 の既習事 項 の想 起 に

有 効 に働 い てい た と考 える、

(4)研 究の ま とめ

① 演算 決 定 を行 うた め には、数 直線 が有 効で あ る こ とが実 践事 例 か ら明 らかに なっ た。 また

そ の指 導 を 中学年 の どの段 階 で指 導 し始め るか につい て、公 開授 業 を通 して検証 を行 った。

② 乗 法 ・除法 の揚合 、 問題 にで て くる二量 の関係 は比 例で あ る。 した が って、6年 生で学 習

す るまで の 間に 、例 えば、1年 生 の加 法 ・減 法か ら 「関数 的 な見 方」 を強調 す る指 導 を行 う

な ど、 どの よ うに二量 の 関係 をつ か ませ るか 、更 な る指導 の工夫 を検討 す る必要 が あ る。

③ 本 研 究 は、数 と計 算領 域 に とどまっ たが 、今後 、他領 域 の課題 が あ る指 導 内容 にっ いて も、

同様 に 、指導 内容 の系統 性 を学び の継続性(問 題解 決 学習 な ど)を 図 ってい く必要 が ある。
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